
茨城県取手市議会会派「無会派クラブ」行政視察研修行程表

○１０月５日（水）

ＭＭ553

取手駅………我孫子駅………成田駅……空港第２ビル…成田空港…………宮崎空港

10:27 10:34 10:46 11:28 11:32 11:40 13:05 発 15:10 着

…宿泊地

18:00

【宿 泊】

ホテルベルフォート日向

宮崎県日向市上町７－３

電話０９８２－５２－０００１
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○１０月６日（木） ※免許証持参、電動キックボード保険料1,600円当日払

宿泊地…………日向市駅（視察研修）………日向市役所（視察研修）…宿泊地

9:10 発予定 9:30～11:30 13:30～15:30

電動キックボード移動

○宮崎県日向市議会事務局

住所：宮崎県日向市本町１０番５号（〒８８３－８５５５）

電話：０９８２－６６－１０３５（直通）

※研修事項（同行者 磯崎久喜雄 元茨城県議会議員）

○馬ヶ背展望所「スケルッチャ」

・設置の経緯、効果と課題

・スケルッチャ設置事業を推進した意図

・賛同を得るためにどのような取り組みがありましたか

・設計 ガラス張りのアイデアはどこから生まれましたか

・事業経費の調達

・管理と運営主体

維持管理費（市の負担はありますか）

・今後の展望所を用いた事業展開予定

○レンタル電動キックボード補助事業（坂道の多い当市の現状から関心を持ちま

した）

・事業概要、効果と課題

・事業経費

・愛称決定の経緯

・今後の事業展開予定

○日向市駅周辺土地区画整理事業（当市においては取手駅北土地区画整理事業が

最終段階に入りましたが、土地利用に関して課題が生じています）

・事業概要、経過

・事業経費

・事業進行までの課題やその解決策

・地権者の意向

【宿 泊】

東横イン宮崎駅前

〒880-0801 宮崎県宮崎市老松 2-2-31

TEL 0985-32-1045



○１０月７日（金）

ＭＭ554

宿泊地…宮崎空港…………成田空港……空港第２ビル……成田駅………我孫子駅…

15:50 発 17:35 着 18:02 18:14 18:17 18:59 19:07

…取手駅

19;:14
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■集中講義（第1日 13:10～14:40）

「子どもの権利条約を踏まえた自治体施策─こども基本法制定を受けて」
平野裕二氏（ひらの ゆうじ／ ARC[Action for the Rights of Children]代表、子どもの人権連代表委員）

6月に国会でこども基本法が成立し、来年4月にはこども家庭庁が創設されます。子どもの権利
条約の精神や原則を反映したこども基本法では「こども計画」を定める自治体の努力義務も定めら
れており、子どもの権利条約を踏まえた施策の推進がこれまで以上に求められます。子どもの権
利をいっそう守っていくために自治体には何ができるか。国連・子どもの権利委員会の見解や他
国の取り組みなどを参考にしながら考えます。

■実践報告1（第1日 14:50～15:35）

「『多摩市子ども・若者の権利を保障し支援と活躍を推進する
条例』施行までの実践 」
水野 誠氏（みずの まこと／東京都多摩市 子ども青少年部 子育て・若者政策担当課長）

多摩市では、2018（平成30）年6月の市長所信表明「条例策定も含めた子ども・若者の支援体
制づくり」をスタートに施策検討懇談会を立ち上げました。子ども・若者、市民からの意見収集と
ワークショップなどを重ねながら、3年をかけて条例原案を作り、本年の4月1日に施行しました。
そのプロセスと「子ども・若者を誰一人取り残さず、大切にするまち・多摩市の実現」に向けた取
組みを報告します。

■実践報告2（第1日 15:35～16:20）

「子どもの人権を守る公的第三者機関の実践に学ぶ」
平尾 潔氏（ひらお きよし／せたホッと子どもサポート委員、弁護士）

「せたホッと」は、世田谷区に在住・在学・在勤している子どもの最善の利益を保障していくこと
を目指し、子どもの人権を擁護し、救済を図るために条例によって設置された、公正・中立で独
立性と専門性のある第三者機関です。子どもの権利侵害に関する相談を受け、助言や支援を行う
とともに、申立て等により、調査、調整を行いながら、子どもの関係機関等に対して協力・改善
を求めていきます。子どもに寄り添いながら、子ども自身が本来持っている力を十分に発揮できる
よう、問題解決に向けた支援を行います。（同所HPより）

■グループワーク（第2日 10:15～12:00）　
5 ～ 6人の少人数（グループ）に分かれ、初日の集中講義と実践報告の学びを振り返りながら、
各自の課題などを交流します。議員の仕事の意義をより深められる自己紹介・表現の時間です。

■シリーズ講義〔4〕（第2日 13:00～14:40）

「子どもの権利の歴史と地方自治」
池上洋通氏（いけがみひろみち／「議員の学校」学校長、多摩住民自治研究所理事）

1924年に「国際連盟・子どもの権利宣言」が出されてから間もなく100年、日本国憲法も含め
て「子どもの権利思想」はどのように発展してきたか。そしてまた、子どもの成長にとって「地域社
会」がいかに尊いかー子どもの養育・教育・福祉・文化の権利を地域的な視点からとらえ、地方
自治体の政策的な課題を民主的科学の視点から解明します。

■まとめ・質疑応答（第2日 14:50～15:50）
ご自分の自治体について、個別的なご質問にもお答えする形で進めていきます。それぞれのま
ちの課題等を、ぜひ、お持ち寄りください。

講義内容 議員の学校
第46回 



■ 集中講義  平野裕二氏
1967年、福岡県生まれ。ＡＲＣ（Action for the Rights of Children) 代表、子
どもの人権連代表委員、子どもの権利条約ネットワーク運営委員、子どもの権利
条約総合研究所運営委員など。国連・子どもの権利委員会の報告審査を長く傍
聴し、子どもの権利をめぐる国際的な動向に詳しい。
■主著（共著）　『子どもの権利条約のこれから』『新解説　子どもの権利条約』『子
どもオンブズパーソン』、主訳書にユニセフ『世界子供白書』（2002年版以降、(財)
日本ユニセフ協会との共訳）、『いじめに立ち向かう』『学校犯罪と少年非行』『少
年司法における子どもの権利』など。
ホームページ：http://homepage2.nifty.com/childrights/

■ シリーズ講義〔4〕   池上洋通氏
1941年静岡県生まれ。講師は自治体職員、研究機関常勤役員、千葉大学教育
学部非常勤講師（社会教育原論）などの経験を持つ地方自治理論・政策の実践的
研究者。著書・論文は地方自治体論をはじめとして、保健医療、社会福祉、教育、
防災など、自治体政策の全分野にわたります。
■著書　『シリーズコロナと自治体5　「学び」をとめない自治体の教育行政』
（2021年、自治体研究社）、『いのちを選ばないで』（2019年、大月書店）、『生
きたかった―相模原障害者殺傷事件が問いかけるもの』（2016年、大月書店）、
『市民立学校をつくる教育ガバナンス』(2005年、大月書店)、『人物でつづる戦
後社会教育』（2015年、国土社）、『大震災　復興へのみちすじ』（2011年、自治
体研究社）、『ここから始める地方議会改革』（2007年、自治体研究社）、『市町
村合併 これだけの疑問』（2001年、自治体研究社）他多数。

講師紹介 議員の学校
第46回 

◆第1日　8月4日(木)
 12:55 ～ 13:00 ガイダンス
 13:00 ～ 13:10 開会のあいさつ
 13:10 ～ 14:40 集中講義1（講義＋質疑応答90分）
 14:40 ～ 14:50 休憩（10分）
 14:50 ～ 15:35 実践報告1（講義45分）　
 15:35 ～ 16:20 実践報告2（講義45分）
 16:20 ～ 17:20 パネルディスカッション＋質疑応答（60分）　
 17:20 ～ 17:30 連絡事項、写真撮影

◆第2日　8月5日(金)
 ９:55 ～ 10:00 ガイダンス
 10:00 ～ 10:15 グループワーク準備（15分）
 10:15 ～ 12:00 グループワーク（105分）（前半40分/後半40分/発表25分）
 12:00 ～ 13:00 お昼休み（60分）
 13:00 ～ 14:40 シリーズ講義〔4〕（講義100分）　
 14:40 ～ 14:50 休憩（10分）
 14:50 ～ 15:50 まとめ・質疑応答（60分）
 15:50 ～ 16:00 閉会のあいさつ等

プログラム
p r o g r a m
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◆ジャーナリストと市民を結ぶ情報誌

2022@642 

E 己偏燿記・ロ辺図化の流れ〇院図で饂止めを
国会を軽視し、行政府の裁量を強めていく岸田自公政権

ウクライナから汲み取るべき教訓は、世界戦争を避けること

マグマを蓄えたアベノミクスの歪み

シンポジウム「経済安保法の危険な本質を暴＜！」

【投稿】最大手・東京書籍政経教科書の憲法と軍事問題記述を分析

ジャーナリズムが若かった頃(16) 乗松聡子さんに聞く（下）

連蔀

杉田 敦

柳澤協二

島澤 諭

共同テーブル

永野厚男

前田 朗

村上勝彦 古川英一 松本恭幸 森川貞夫

前田 朗 しんすこ、（辛淑玉）

~ 

1520
タイプライターテキスト
１８




一遺'.l.:lllit!.i'.;.'lt~iu↓ .:l.J.Ul,.!l'I"" 

勺訳閏Hヽt lヽllヽl¥しし 、:---_ ___―-

ーに
が会見で却l!Jj

一

給
の
隅
H
韻
を
可
9
加
醤
努
本
臣

,—` 

,2
 

”
 

f-J:
・
 ì
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